
生物多様性びわ湖ネットワーク
活動紹介

生物多様性 びわ湖ネットワーク

トンボ79大作戦 ～湖東地域のトンボを救え！～トンボ100大作戦 ～滋賀のトンボを救え！～

旭化成株式会社 旭化成住工株式会社 オムロン株式会社 積水樹脂株式会社
ダイハツ工業株式会社 株式会社ダイフク ヤンマー株式会社

『IPSI-7：パネルセッション』



トンボのイメージ（日本）

 弥生時代 ：銅鐸にトンボの絵

 戦：まっすぐ進み退かない 「勝ち虫」

 日本は秋津島とも呼ばれていた。
あきつしま

とても「身近」な存在

「縁起の良い」昆虫

 子供の頃は誰もがトンボ採り、昆虫採集 夏休みの宿題

日本では

 農業：稲作期に害虫を食べてくれる「益虫」

 童謡 「赤とんぼ」「とんぼのめがね」

※秋津（あきつ）：とんぼの別名

戦のシンボルとして兜にトンボ

銅鐸にトンボ



トンボのイメージ（海外では）

 トンボ：西洋では「魔女の針」「悪魔の針」

悪いことをすると飛んできて口を縫う？！

子どもに対し、嘘つきを戒めるときに引き合いに出される昆虫

「縁起の悪い」 昆虫？！
海外では

地域や環境、文化の違いにより、受け入れ方が異なる・・・
これもトンボに対する価値観の多様性！！



波及性

連携 生物多様性

科学性

発展性

滋賀らしさ

企業が中心となり

滋賀県らしい
トンボをテーマに

滋賀県の
生物多様性保全を目指し

専門家を含む
楽しみながら

取り組んでいます

自治体・地域など
多様な主体とともに



生物多様性
びわ湖ネットワークとは
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多様な主体が繋がるプラットフォーム構築

生物多様性保全や地域貢献
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生物多様性
びわ湖ネットワーク



生物多様性
びわ湖ネットワークとは



「トンボ100大作戦」とは



各企業の位置関係

出典：滋賀県ビオトープネットワーク長期構想
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積水樹脂株式会社

オムロン株式会社

旭化成株式会社
ダイハツ工業株式会社

株式会社ダイフク

旭化成住工株式会社

ヤンマー株式会社

★



「トンボ100大作戦」
３つの作戦



活動の成果：作戦①



活動の成果：作戦②

① モニタリング調査 ④ 生息環境改善

② 情報発信 ⑤ 生息地創出

③ 影響回避・低減 ⑥ 保護増殖

保全アクションの
カテゴリ



活動の成果：作戦②

● ビオトープ整備よる水辺を含む生息環境の創出

● 既存環境の評価による保護区の設定や順応的管理

地域に存在したため池を再現したビオトープ ヨシ・ガマの刈取りによる生息環境改善



活動の成果：作戦②



活動の成果：作戦③



活動の成果：作戦③

2017年度日本トンボ学会滋賀県立琵琶湖博物館での展示

日本トンボ学会員のコメント

●これからの保全は企業のビオトープが重要になる

●定量的な調査は大切である

●企業の事業所の敷地内に多数のトンボが生息していることは凄い！



第三者からの評価

しが生物多様性大賞受賞

【主催：滋賀県、滋賀経済同友会】

協働の力を活かした発展的な生物多様性
保全活動への取り組みとして評価された。

国連生物多様性の10年日本委員会

認定連携に認定

【事務局：環境省】

トンボを象徴種に、
生物多様性保全活動をつなぎ、

促進させている生物多様性保全上高い効
果を持つ取り組みとして評価された

2018年2月

2018年3月



連携の広がり



各目標への貢献

愛知ターゲットへの貢献

ＳＤＧＳへの貢献

普及啓発 生息地の破壊 保護地域 種の保全 知識･技術の

向上と普及


